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執筆の依頼から2 年半が経っている ， と著者が述べて

いるこの本， その間にも， 数理生物学におけるトレンド

にも多少の変化はあったものの ， 常にこの分野の若手を
リ ー ドしつつ ， アソテナを張り巡らすことを忘れなかっ

た守備範囲の広い著者ならではの内容である ． 著者は，

欧米での豊富な滞在経験を持ち， 国内外で， 生物学， 数
学をはじめとする様々な分野の研究者と交流がある．そ
んな著者の思いもあるのであろう ． 生物学とは異なる分

野（特に ， 数学や物理学）の研究者にとっては， 数理生
物学の話題に触れるのに格好のチャ ‘ノスを与えてくれる

本である ． ［もっとも，数理生物学を活性化し，その有効

性を活用できる当の生物学者の中には ， 数学的すぎると

感じる人もいるだろうが・・・・・・ ］読みやすさも， 軽すぎ

ず ， 重すぎず ， 適度に（煩わしい）数学的記述・証明が
スキップされており ， 各章は， その章のテ ー マに関する

抄約と言ってもいいかも知れないくらい簡潔にまとめら

れている ． 著者自身も言っているように ， 数学的記述や

証明のエッセ‘ノスはほとんど章末の演習問題に ， その詳

細は文献の参照に任せてある．その結果， 浪習問題の中

には， ちょっと骨折りかな， というようなものも含まれ

てはいる． もしも， この本が， 学部学生の浪習用として
使われるとすれば， 学部学生にとってはしんどいものに
なるかも知れないが， 大学院のレベルではうまく使えば

面白い演習書としても活用できそうである ． ［ただし ，

評者自身は， 研究者養成についての大学院レベルにおけ
る教室でのきちきちとした演習の有用性には疑問を持っ
ている大学院レベルでは， 独学用としてのんびりと ，

しかし， しっかりと演習する方が良さそうに思うからで

ある ． そうした独習本としては， この本の記述は簡潔す

ぎるかもしれないが ・・・・・・］そして， もちろん ， 研究者

が， 自分でわかっていると思い込んでいるような部分を

確認するのにも， この演習は格好の材料であろう ． 内容
のあまりの簡潔さに物足りなく思う読者もいるかも知れ

ないが ， 生物学研究における様々な面で数理的な解析の

活用性が注目されてきた近年， この本でとりあげられて

いる各テ ー マは， それぞれの専門的な問題にまで立ち入

るものであり， それぞれのテ ー マを核tこした数理考究の
本が書けるほどのものであるから， この本の記述の簡潔
さは， ここまでよくきれいにまとめられたものだという

賞賛はあたっても ， もう少し詳しくして欲しかったとい

う不満はちょっとあたりそうにない ． そうした不満をも

つ人は ， 関心のテ ー マをより中心としてとりあげた本を

探すか， 文献にあたるほうが正解であろう ． ［最近出さ

れた， 丸善「現代 数理科学辞典」（編集代表 広中平
祐 1991年39,000円）もそのためのよいとっかかりを与

えてくれる本である ． ］評者は， そうした数理考究に関

する和文のよいものも出版されるような研究環境にます
ます向かうことを希望かつ期待している一人である ．

さて ， この本の内容は， 三部構成21章から成ってい
る：「第一 部 生物の人口論」「第二部 適応戦略」「第

三部 共存の原理」． このグル ー プ分けは， 現在の数理

生物 学 を代 表 す る主要三グ ル ー プ ， ‘‘Population 

dynamics", "Evolutionary dynamics", "Communi~ 

ty dynamics ’'という分野分けに対応しそうではある．

しかし， もちろん， 厳密な対応は成り立たないし， そも

そもこれらの分野の間にくっきりとした境界線を引くこ

とはできそうにないそれゆえ， この本の中でも ， 各部

の中の内容には， 他の部の内容と関連性をもつものが少

なくない第一部には， 古典的な数理生態学をその栢と

する個体群サイズの変動をテ ー マとした話題が集められ
ている：スイ ッ チング， 競争， サイクル ， 伝染病， 捕
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食， 寄生， 齢構成， サイズ分布， 拡散， こみあい， 環境

変動， 絶滅 ． 第二部では， 広い意味の環境に対する適応

の戦略に関する話題で構成されている：採餌， パ ッチ利

用， 卵サイズ， 資源配分， 繁殖， 成長， 老衰， 生活史，

病気， 環境変動， ゲーム ， スケジュ ー ル， 性比， ハ‘ノ

ディキャ ップ， 文化． 第三部では， 共存が題目にあげら

れているように群集動態が主題である：競争， 干渉，

生態遷移， 中立モデル， 島嶼， 種数， 棲み分け， 食物

網， 共進化， 間接効果． こ うして若干のキー ワ ー ドを並

べてみるだけでも， いかに広い範囲がうまくまとめられ

ているか想像に難くない．

最近， 数 理 生 物 学 の 第一 人者の 一 人 で あ る］． D

Murrayの手による
“Mathematical Biology" (Springer

erlag 1989)が出版された． こちらは ， 緑の表紙の例の

Springer-Verlag Biomathematics Textsのシリ ーズの第

船）

19巻である． 総ペ ー ジ数767のこの大部は， 厚さにして

巌佐著の「数理生物学入門」の倍以上ある ． こちらの方

の内容は， 巌佐著のものに比べてみると， 数理モデルの

数学的テクニックや記述に詳しいが， 巌佐著の第一部に

対応する内容が中心テ ー マである ． 入門書としては， 巌

佐著のものの方がずっとスグレ物である． ただ， 敢て言

うなら，Mu「ray著の方が，数学的記述の多さからくる単

調さを破るように効果的に図や写真が挿入されている気

がする． もちろん， それは， 図版の数の問題ではない．

明らかに， 評者の欲張りな不満と言えるが， 巌佐著の本

は「入門」書として， もっと贅沢に図版を載せて欲し

かった．

評者は， この本を通じて， 一人でも多くの人が数理生

物学に関心を開いて欲しいと思う ．

（日本医科大学・基礎医学情報処理室 瀬野裕美）
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